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企画展「ノーベル賞受賞１００年記念 アインシュタイン展」の開催について 

 

令和５年６月５日 

博 物 館 

アインシュタインが解明した科学理論について、体験装置やゲーム、最新映像技術などを

使って、子どもから大人まで楽しみながら学べる展覧会を開催します。 

 

１ 会期 

令和５年７月１日（土）から８月２７日（日）まで（５２日間） 

〔休館日：会期中の月曜日。ただし、７月１７日、８月１４日は開館〕 

２ 会場 

鳥取県立博物館 第１･第２特別展示室 

３ 主催 

アインシュタイン展実行委員会(鳥取県立博物館､日本海テレビジョン放送株式会社)、読

売新聞社 

４ 観覧料 

一般８００円（前売･団体･７０歳以上６００円） 

(大学生以下､学校教育活動での引率者､障がいのある方･難病患者の方･要介護者等及びそ

の介護者は無料) 

５ 関連事業 

企画展の監修を行った名古屋市科学館の山田主任学芸員による講演会や、移動プラネタ

リウムなどの関連イベントを実施 

 

＜概要＞ 

２０世紀最高の物理学者と称される、アルバート・アインシュタイン（１８７９～１９５５

年）は、２０世紀前半に相対性理論やブラウン運動の理論などを提唱、光電効果の理論的解明に

よって１９２１年のノーベル物理学賞を受賞しました。 

本展は、アインシュタインの科学理論について、体験装置やゲーム、科学玩具、最新映像技

術を駆使し、子どもたちが楽しみながら学べる内容として開催します。また、アインシュタイン

の手紙や資料をパネルで紹介し、幼少時の挫折体験や晩年の平和活動など、深みのある人間性に

も焦点をあてます。 

 

＜主な見どころ＞ 

・超ふしぎ！？ アインシュタインの大発見をゲームで体験 

「光の粒で電子を飛ばそう！」（光電効果） 

「光のランダムウォーク」（ブラウン運動） 

「爆弾解除！光速サイクリング」（特殊相対性理論） 

「天体になって宇宙を歩こう」（一般相対性理論） 

・学校も暗記もきらい！？アインシュタインってこんな人（パネル展示） 

・アインシュタインも予測できなかったすごい未来 そして平和への願い（パネル展示） 

・鳥取にもあった！アインシュタインとのつながり･･･北栄町出身の画家 前田寛治が描いた

アインシュタインのスケッチ 
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